
北
九
州
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
で

に
ぎ
わ
い
と
健
康
づ
く
り
を
！

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
の

安
全
対
策
は
？

魅
力
の
あ
る
中
央
卸
売
市
場
を
！

小
倉
都
心
に
自
転
車
専
用
道
路
を
！

現在の三萩野魚町線

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
す
る

方
針
に
つ
い
て

（
仮
称
）
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

子
育
て
日
本
一
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
保
護
行
政
へ

福
祉
事
務
所
の
体
制
強
化
を
！

市
政
に
お
け
る
消
防
業
務
の

位
置
づ
け
は
？

中
央
卸
売
市
場
の
対
策

食
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
の
定
着
と
拡
大
に
工
夫
を

議

員

市
民
の
健
康
志
向
が
高
ま
る
中
、

楽
し
み
な
が
ら
、
普
段
は
走
れ

な
い
町
な
か
を
走
る
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
の
人

気
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
の
魅
力
を
発
見
し
つ
つ
、
健

康
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

「
北
九
州
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
は
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
な
ど
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
や
関
係
者
が
訪

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
や
全
国
へ
の
情
報
発
信
に
大
い
に
効
果
が

あ
る
。
仮
に
開
催
で
き
れ
ば
、
最
大
１
万
人

の
参
加
者
が
見
込
め
る
と
想
定
し
て
い
る
。

一
方
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
交
通
規
制

に
伴
う
市
民
生
活
へ
の
影
響
や
選
手
の
宿
泊

場
所
の
確
保
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、

何
よ
り
も
市
民
の
熱
い
思
い
や
理
解
、
協
力

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
開
催
の
可
能
性
や
課
題
解
決
の
取

組
な
ど
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

議

員

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
事
業
で
は
、

搬
入
計
画
の
具
体
化
な
ど
が
進

ん
で
い
る
が
、
平
成
２７
年
３
月
ま
で
に
計
画

ど
お
り
処
理
が
完
了
す
る
の
か
。
ま
た
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
鉄
道
輸
送
す
る
場
合
、
門
司

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
積
み
降
ろ
し
た
コ
ン
テ

ナ
を
運
ぶ
ト
レ
ー
ラ
ー
が
小
学
校
近
く
を
通

る
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策

を
と
る
の
か
。

環

境

局

長

廃
棄
物
処
理
は
、
計
画
ど
お
り

完
了
す
る
よ
う
業
者
に
対
し
て

引
き
続
き
指
導
・
監
督
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

一
方
、
安
全
対
策
と
し
て
は
、
駅
か
ら
処

理
施
設
ま
で
の
運
搬
に
あ
た
っ
て
、
①
廃
棄

物
を
漏
れ
防
止
型
の
金
属
容
器
に
入
れ
、
さ

ら
に
コ
ン
テ
ナ
に
収
納
す
る
、
②
夜
間
・
悪

天
候
時
の
運
搬
制
限
、
③
先
導
車
両
の
義
務

づ
け
な
ど
を
行
う
。

ま
た
、
今
年
２
月
に
は
、
門
司
の
地
元
関

係
者
に
対
し
て
、
輸
送
方
法
等
の
説
明
会
を

行
い
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

議

員

老
朽
化
し
た
中
央
卸
売
市
場
の

整
備
改
修
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
た
だ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
だ
け
で
は
、

衰
退
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
新
し

い
観
点
か
ら
思
い
切
っ
た
魅
力
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。

経
済
文

化
局
長

同
市
場
の
取
扱
量
の
減
少
は
、

大
型
ス
ー
パ
ー
等
に
よ
る
市
場

を
通
さ
な
い
取
引
の
増
大
、
外
食
や
総
菜
の

普
及
に
よ
る
消
費
者
の
食
生
活
の
変
化
、
ジ

ュ
ー
ス
や
冷
凍
野
菜
等
の
輸
入
加
工
品
の
増

加
な
ど
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
市

場
を
目
指
し
、
市
場
内
の
業
者
の
協
力
を
得

て
、
午
前
１０
時
以
降
は
市
民
に
開
放
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
ど
も
料
理
王
選
手
権
の
開
催

や
、
小
学
生
や
一
般
市
民
、
海
外
か
ら
の
視

察
団
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
開
か
れ
た
市
場

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
新
し
い
観
点
か
ら
魅
力
あ
る
市
場

を
目
指
し
て
、
他
の
卸
売
市
場
の
状
況
等
を

調
査
研
究
す
る
な
ど
、
何
が
で
き
る
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議

員

車
道
と
歩
道
の
間
に
独
立
し
て

作
ら
れ
る
「
自
転
車
専
用
道

路
」
や
、
車
道
の
一
部
に
色
を
塗
っ
て
表
示

す
る
「
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
」
を
整
備
す
る

モ
デ
ル
地
区
が
全
国
で
指
定
さ
れ
、
市
内
で

は
小
倉
北
区
と
小
倉
南
区
の
２
か
所
で
整
備

さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
小
倉
北
区
の
三
萩
野
魚
町
線

で
は
、
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
都
心
部
で
は
自
転
車
専
用
道
路
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市

長

三
萩
野
魚
町
線
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
用
地
買
収
を
行
う
こ
と

な
く
、
現
在
の
道
路
の
幅
で
車
道
を
３
車
線

か
ら
２
車
線
に
し
、
両
側
の
車
道
と
歩
道
の

間
に
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
。

し
か
し
、
都
心
部
全
域
に
、
自
転
車
専
用

道
路
や
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
を
設
け
る
に
は
、

新
た
に
用
地
買
収
を
必
要
と
す
る
箇
所
が
多

く
あ
る
た
め
、
長
期
間
に
渡
り
、
し
か
も
多

大
な
費
用
を
要
す
る
。

ま
ず
は
、
２
か
所
の
モ
デ
ル
地
区
で
整
備

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
十
分
に
検
証
し
た
い
。

議

員

こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
が
所
管

し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
部
門
を
、

市
長
部
局
に
移
管
す
る
こ
と
が
今
回
提
案
さ

れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
す
る
市
長

の
強
い
意
志
を
感
じ
る
。

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
臨
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

総
務
市

民
局
長

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
市
政
の

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
市
長
部

局
と
教
育
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い

た
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
、
地
域
づ
く
り
の
観
点

か
ら
総
合
的
に
実
施
す
る
た
め
、
企
画
文
化

局
を
新
設
す
る
。

市
制
４５
周
年
の
本
年
は
、
多
く
の
市
民
が

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
に
親
し
む
と
と
も

に
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
も
参
加
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、全
国
に「
元
気
発
進
！

北
九
州
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
、ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
（
集
客
産
業
）
の
振

興
に
も
弾
み
が
つ
く
と
考
え
て
い
る
。

議

員

平
成
２０
年
度
予
算
案
に「（
仮

称
）
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置
に

関
す
る
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
市
が
子
育
て
日
本

一
を
目
指
す
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
や
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

子

ど

も

家
庭
局
長

こ
の
駅
は
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の

親
子
が
外
出
し
た
際
に
、
旗
な

ど
の
分
か
り
や
す
い
目
印
を
頼
り
に
気
軽
に

立
ち
寄
り
、
授
乳
や
オ
ム
ツ
替
え
が
で
き
る

場
所
の
こ
と
で
あ
る
。

駅
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
授

乳
や
オ
ム
ツ
替
え
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
衛

生
的
な
環
境
の
提
供
な
ど
、
利
用
者
の
安
全
、

衛
生
面
を
考
慮
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
現
地
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
基
準
に

合
っ
た
施
設
を
指
定
す
る
。

現
在
、
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、
民
間
事

業
所
に
も
協
力
を
求
め
て
お
り
、
自
動
車
デ

ィ
ー
ラ
ー
や
健
康
飲
料
の
販
売
店
な
ど
の
了

解
を
得
て
い
る
。

今
後
は
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
旗
の
掲
示
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
積
極
的
に
広
報
し
て
い
き
た
い
。

議

員

最
近
の
生
活
保
護
受
給
者
の
増

加
に
伴
い
、
福
祉
事
務
所
の
担

当
職
員
（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
が
受
け
持
つ

世
帯
数
も
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
、
全
力
で
仕
事
に
打
ち
込
め
る

職
場
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
か
。

市

長

ま
ず
、
福
祉
事
務
所
の
職
員
体

制
に
関
し
て
は
、
①
保
護
世
帯

の
増
加
に
見
合
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
、

②
面
接
担
当
者
へ
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
経
験

者
の
配
置
、
③
保
護
受
給
者
を
精
神
面
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
臨
床
心
理
士
の
配
置
な
ど
を
着

実
に
実
行
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
体
制
を
強

化
し
て
い
く
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
た
福
祉
事
務
所
の
対
応
の
一
部
に
、
配
慮

に
欠
け
る
点
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
現
在
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
や
新
し
い
手
引
書
の
整

備
を
し
て
い
る
。

今
後
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
保
護
行
政
と
な
る
よ
う
新
た
な
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。

議

員

救
急
対
応
や
災
害
時
の
危
機
管

理
に
お
い
て
、
消
防
業
務
の
必

要
性
は
高
ま
る
一
方
で
あ
る
が
、
市
政
の
中

で
消
防
業
務
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

市

長

近
年
、
集
中
豪
雨
や
地
震
な
ど
、

自
然
災
害
が
予
想
を
超
え
る
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
市
民
の
生

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
力
の
充
実
・

強
化
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
今
後
、
企
業
誘
致
な
ど
都
市
経
営
を

戦
略
的
に
進
め
る
た
め
に
も
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
は
そ
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
生
活
の
生
命
や
財
産
に
直
結
し

た
消
防
行
政
は
、
重
要
な
行
政
分
野
の
一
つ

で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
が
、
平

成
２０
年
度
の
消
防
業
務
の
予
算
に
は
、
消
防

車
両
の
計
画
的
な
更
新
や
消
防
団
施
設
の
新

築
な
ど
、
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

議

員

昨
年
か
ら
、
食
の
安
全
を
揺
る

が
す
事
件
が
数
多
く
発
生
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
人
の
命
や
健
康
に
関
わ

る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
央
卸

売
市
場
で
の
輸
入
野
菜
・
魚
介
類
の
検
査
体

制
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

保
健
福

祉
局
長

同
市
場
を
流
通
す
る
食
品
に
つ

い
て
は
、
市
場
内
の
食
品
衛
生

検
査
所
に
、
５
名
の
食
品
衛
生
監
視
員
を
配

置
し
、
市
場
内
の
監
視
や
食
品
の
検
査
を
行

い
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

野
菜
や
果
物
な
ど
の
農
産
物
に
は
残
留
農

薬
や
細
菌
の
検
査
を
、
魚
介
類
に
は
細
菌
や

水
銀
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
残
留
有
害
物
質
の
検

査
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
１８
年
度
の
検
査

の
結
果
、
い
ず
れ
も
違
反
は
な
か
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
場
内
の
監
視
に
よ
る
有
毒

魚
介
類
の
排
除
や
施
設
の
衛
生
管
理
に
関
す

る
指
導
、
市
場
内
の
事
業
者
へ
の
衛
生
教
育

な
ど
を
行
っ
て
、
市
場
内
の
安
全
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

議

員

地
方
公
共
団
体
に
寄
附
し
た
個

人
へ
の
住
民
税
の
優
遇
措
置
を

拡
充
す
る
制
度
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
が
設
け

ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
本
市
へ
の
寄
附
の
定
着
と
拡
大

の
た
め
に
知
恵
を
絞
り
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、

高
額
寄
附
者
に
は
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
制
度
に
で
き
な
い
か
。

市

長

同
制
度
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
た
め
、
平
成
２０
年
度
予
算
案

に
、
ふ
る
さ
と
寄
附
制
度
促
進
事
業
費
を
計

上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
市
外
居
住
者
を
中
心
に
、
市
の
魅
力
や

地
域
振
興
の
施
策
の
情
報
発
信
を
強
化
し
、

ふ
る
さ
と
で
あ
る
本
市
を
応
援
し
て
も
ら
う

事
業
で
あ
る
。

特
に
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
に

対
し
て
は
、
市
の
幹
部
等
が
個
別
に
訪
問
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
案
内
を
試
み
る
。

さ
ら
に
、
一
定
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
市
の
情
報
誌
「
雲
の
う
え
」
を
年
４

回
送
付
し
、
魚
介
類
や
生
鮮
野
菜
な
ど
の
市

の
特
産
品
を
「
北
九
州
パ
ッ
ク
」
と
し
て
届

け
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
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